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人間生活工学製品機能認証　製品機能説明書
	※申請にあたりましては、「業務規程、マーク使用規程、約款」をお読みいただき内容をご了解ください。

※記入にあたりましては、「認証申請書・製品機能説明書記入の手引き」を参考になさってください

※本製品機能説明書に記載の内容は、当該製品等が認証された後、ホームページ上で公開されます
※本製品機能説明書が審査の基礎資料となりますので、可能な限り、ここに記載してください
※但し、下記に該当する資料は別添することができます
　①非公開を希望する資料
　②本製品機能説明書の内容を補足する添付資料


■フェースシート
	申請年月日
	年　月　日

	申請者
	会社名　：　

	
	代表者　：　

	
	本社所在地　：　

	
	業態　：　

	
	資本金　：　

	
	従業員数　：　

	認証を申請する製品の範囲
	製品名、シリーズ名、型番などで範囲を特定して下さい


	
	製品概要　：　

	
	発売年月日（または発売予定年月日）　：　　年　月　日

	
	入手方法　：　　

	
	他の受賞歴　：　

	
	製品の画像　：　
製品の利用シーン画像　：



【フェースシートに関する要求事項】
	□　対象明確性：認証を申請する製品の範囲が明確であること
□　記述正確性：申請者、その他の記載が、項目に合致し正確であること。
（不実記載があった場合には申請は却下）


１．カスタマーコミュニケーション

１．１　人間生活工学的機能の概要と記述・表示（ディスクリプション）
	※認証取得を希望するディスクリプションと、それぞれのディスクリプションの裏付けとなる、人間生活工学的機能の名称、機能の概要について、簡潔におまとめください
※ここで、ディスクリプションとは、人間生活工学的機能に関する記述・表示のことを言います


	ディスクリプション
	上段：人間生活工学的機能の名称

	
	下段：人間生活工学的機能の概要

	
	[1] 

	
	

	
	[2] 

	
	

	
	[3]

	
	

	
	[4]

	
	


【ディスクリプションに関する要求事項】
	□　機能明示性：ディスクリプション及び人間生活工学的機能の名称は、人間生活工学的機能の概要を適切に表現していること
□　理解容易性：ディスクリプション及び人間生活工学的機能の名称は、生活者が容易に理解可能な表現であること。専門用語など、理解しにくい記述や曖昧な記述は対象となりません）


【人間生活工学的機能に関する要求事項】
	・ここで対象とする人間生活工学的機能とは、人間の日常生活の改善が図られ、安全、安心、健康、快適、便利な生活の維持・増進に寄与することが期待できる機能を言う。認証を受ける機能は、以下のいずれかを満たす必要がある。（本要件を満たさない申請は却下）
□　人間の日常生活の改善が図られる機能であること
□　安全、安心、健康、快適、便利な生活の維持・増進に寄与することが期待できる機能であること
□　人間に対する効果・影響であること。（「・・・を検証しました」「・・・と設定しました」など、客観的事実のみの記述は対象となりません）


	・これ以降の回答は、１．に記載された人間生活工学的機能についてその妥当性が審査されます。つきましては、それぞれの回答には、人間生活工学的機能にあたる箇所に下線を引き、該当する機能の番号を明記してください
下線と機能番号の記載例
・・・・・以上により、アームレストの把持に妥当な寸法を導き出した[2]。


１．２　ユーザーレビュー

	※人間生活工学的機能に関する、使用者の声（ユーザレビュー）の収集とその活用方法をお書き下さい。


	


【ユーザーレビューに関する要求事項】
	□　製品発売後、人間生活工学的機能の使用効果や使用感について、使用者の声（ユーザーレビュー）を収集する手段や収集した情報の活用方法について、計画を立てている


２．　製品開発プロセス
２．１　要求仕様の策定（製品コンセプト策定）
	※当該製品全体のコンセプト（想定ユーザを含む）と、その中での人間生活工学的機能の位置づけをお書きください。またそれらの理由・背景についてもお書きください


	製品全体のコンセプト（想定ユーザを含む）とその中での人間生活工学的機能の位置づけ
	

	理由・背景
	


【製品コンセプトに関する要求事項】
	□　内容明示性：製品全体のコンセプト（想定ユーザを含む）、並びに、その中での人間生活工学的機能の位置づけが明記されていること


２．２　設計
２．２．１　概要
	※要求仕様（製品コンセプト）と設計仕様の対応関係が分かるようにお書きください


	要求仕様（製品コンセプト）
	設計仕様

	
	


２．２．２　設計の根拠
	※要求仕様（製品コンセプト）から設計仕様を導いた根拠をお示しください

※人間生活工学調査・実験・データ活用がある場合は表①にお書きください、その他の根拠については、表②にお書きください
※複数実施している場合、下表をコピーしてご利用ください
※不要な表は削除してください


	①要求仕様（製品コンセプト）から設計仕様を導いた根拠

＜人間生活工学調査・実験・データ活用の場合＞

	・調査・実験の名称
	

	・目的
	

	・方法（協力機関）
	

	・結果（文献等）
	

	・設計仕様への適用
	


	②要求仕様（製品コンセプト）から設計仕様を導いた根拠

＜その他の場合＞

	


【設計に関する要求事項】
	□　内容論理性：調査、実験、データ活用については、その目的と結果に対応性があること。また結果の設計仕様への適用が論理的に説明されていること。調査、実験、データ活用を行っていない場合には、設計仕様導出の根拠が論理的に説明されていること
□　内容再現性：調査、実験、データ活用については、再現可能なレベルで説明されていること。調査、実験などの方法は、追実験、追調査ができる程度に明確に示されていること
□　評価妥当性：調査、実験、データ活用については、方法、手順、規模において妥当であること。被験者倫理に十分配慮されていること。調査、実験、データ活用を行っていない場合には、設計仕様導出に至った方法、手順が妥当であること
□　判断妥当性：調査、実験、データ活用については、データ処理、解釈、判断において妥当であること。適切な既存研究や文献等を参照していること。調査、実験、データ活用を行っていない場合には、設計仕様導出に至った解釈、判断が妥当であること


2． ３　確認評価
	※試作品による人間生活工学的機能の確認評価について、その目的、方法、手順、規模、結果をお書きください


	


【確認評価に関する要求事項】
	□　内容論理性：人間生活工学的機能の評価が論理的に説明されていること。目的と結果に対応性があること
□　内容再現性：人間生活工学的機能の評価が再現可能なレベルで説明されていること。調査、実験などの方法は、追実験、追調査ができる程度に明確に示されていること
□　評価妥当性：人間生活工学的機能の評価が、方法、手順、規模において妥当であること。被験者倫理に十分配慮されていること
□　判断妥当性：人間生活工学的機能の評価結果が、データ処理、解釈、判断において妥当であること。適切な既存研究や文献等を参照していること


２．４　製造
	※評価した試作と最終製品との違いについてお書きください
※２．３で確認評価を行った試作に何らかの変更を加えて最終製品とした場合、どのような変更を加えたかをお書きください


	


【製造に関する要求事項】
	□　最終製品は当該機能の設計仕様に基づいて製造されていること
□　製造上の理由から設計仕様に変更が行われている場合、それは要求仕様が満たされる範囲内で行われていること


以上
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